
挨拶・総括　　　　：

地区名　：後川地区 園田依子 司会進行　　　　　：

日時　　：平成27年11月19日（木） 小畠政行 報告　　　　　　　：

　　　　　　19：30～21：10 吉田浩明 　　　　　　　　　：

場所　　：後川文化センター 下記参照 受付・記録　　　　：

参加人数：　19人(男19人・女0人) 下記参照 　　　　　　　　　：

國里修久 会場（マイク）　　：

【主な質疑】

質疑・意見 回答

・市の定住促進施策「篠山に住もう帰ろう運動推進事業」の成果はどのよ
　うに現れているのか。

・数字上では多紀地区においてはこの１０年は小学生が安定に推移す
　るように見込まれるが、地区により差が出ている状況にあると考え
　ています。議会としては、人口減少は市全体の問題であり、適切な
　対応をするよう申し出ています。市としては効果が出ていると判断
　しており、今後も施策を続けていく意向です。執行者に意見があっ
　たことを伝えるとともに、議会としても進捗に留意し、しっかりと
　確認していきます。

・後川地区住民は、飛曽山峠の改修と新城東トンネル開通を願っており、
　県と市にも要望書を提出している。実現に向けて議会としても力添えを
　いただきたい。

・要望書が提出されていることは議会としても認識しており、今後も
　全議員でしっかりと情報共有します。

國里修久 （４）意見・提言等： 恒田正美

恒田正美 恒田正美

（２）議会報告　　： 小畠政行

吉田浩明 　　　　　　　　　： 吉田浩明

小畠政行 （３）質疑応答　　： 國里修久

（５）閉会あいさつ：

議会報告会　会場報告書

担当班：　　2　班　　班代表者：　園田依子　　

概要

【出席議員】 園田依子

園田依子 （１）開会あいさつ： 木戸貞一

河南克典



・後川文化センター及び旧後川小学校が災害時の避難所として指定されて
　いるが、川の側であり、水害時の浸水等が心配され、避難所としての安
　全確保は十分ではない。

・執行者に意見があったことを伝えます。

・後川地区においては、救急車の到着に２０分程度を要するが、命に関わ
　る問題でもあり、少しでも早い到着が必要と考える。城東公民館付近に
　出張所があれば、１０分程度で到着することができる。費用や人員配置
　面等から難しいと言われているが、安心・安全のまちづくりに向けて実
　現していただきたい。また、議会でも実現に向けて協力いただきたい。

・ドクターヘリであれば１７分で到着しますが、夜間は対応していな
　いなど対応は十分ではありません。執行者に意見があったことを伝
　えるとともに、担当常任委員会でしっかり確認していきます。

・後川地区のヘリポートには、ドクターヘリが着陸した実績が一度もない
　が、着陸に伴う風圧等の確認を含め、一度、訓練するべきと考える。

・本市では３０回を超える利用実績があります。訓練の実施について
　執行者に意見があったことを伝えます。

質疑・意見 回答

・消防団６分団の詰所について、新築の要望を行ったが、市からは、旧後
　川小学校の土地の一部を提供することから、建築費の２分の１は地元で
　負担する必要があるとの回答があった。後川地区内の他の詰所も老朽化
　が進む中、市の財政も厳しいことは理解しているが、地区の財政も厳し
　く、配慮いただきたい。

・市全体の整合性をとることも必要となります。執行者に意見があっ
たことを伝えます。

・後川地区の集落毎にある防災無線の発信基地について、消防団との連携
　も考慮し、将来のデジタル化に合わせて整備したい旨を要望している。
  旧後川小学校は地区の中心であり、集まりやすいメリットもある。消防
　団の詰所とあわせて情報発信基地として整備していければ、と考えてい
　るので、市にも協力してほしい。市の財政も厳しいことは理解している
　が、地区の財政も厳しく、配慮いただきたい。

・市全体の整合性をとることも必要となります。執行者に意見があっ
　たことを伝えます。



・後川地区は、三田市や猪名川町と隣接しており、広域での防災体制も研
　究いただきたい。

・将来を展望すれば、広域化を進めていく必要性があると思っていま
　す。執行者に意見があったことを伝えます。

・地区の高齢化が進み、峠を越えて施設へ通う高齢者も多くなってきた
　中、旧後川小学校跡地を拠点に地域で介護体制を構築し、住みよい地域
　にしていきたいと思っているので、市も協力していただきたい。

・本市では、高齢者が地域で元気で暮らしていくことを目指し、まち
　づくり協議会単位でいきいきサロンを運営していくこと等、行政と
　まちづくり協議会等が連携する体制づくりを進めています。執行者
　に意見があったことを伝えます。

質疑・意見 回答


